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人のうこき（盤繕撃）
人　　口　10，578人　（＋29）

男　　　　5，068　　（＋5）

女　　　　5．510　　（＋24）

出稿敵　　2．932　声　（±0）

（）内は前月　比

3125101　　　師　12月のこよみ
1
2
月
の
誹
簡
用
語

初
冬
・
年
末
・
識
末
・
こ
か
ら
し

本
年
も
い
つ
し
か
お
し
語
り

今
年
も
あ
わ
た
だ
し
く
暮
れ
て

年
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま

わ
る
の
で
師
走
、
俗
に
極
月
の
字
を

用
い
て
「
し
わ
す
」
と
い
う
。

日
　
　
歳
末
だ
す
け
あ
い
連
動

日
　
　
世
界
人
権
宣
言
記
念
日

日

　

　

ク

リ

ス

マ

ス

日
　
　
大
み
そ
か
、
除
夜
の
鍾
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£祭りなどの番付、8滴など

お中元や日章基　　　　　　　繕館の£祝い金や£祝い品

麓成式や腿虐祝いの花輪

手をかそう、ちっちゃな子供とおとしより

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
、
本
年
1
月
1
5
日
に
公
布
さ
れ
1
0

月
1
4
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
衆
議
員
議
員
の

選
挙
区
別
定
数
の
不
均
衡
是
正
、
国
会

議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の
大

幅
披
充
等
を
中
心
に
、
選
挙
に
金
の
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
意
図

の
も
と
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
改
正
法
の
中
で
有
権
者

の
皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
点
に
つ
き
ま

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
政
治
活
動
用
文
書
図
画
の
掲
示
制
限

㈲
候
補
者
や
後
援
団
体
等
が
政
治
活
動

の
た
め
使
用
す
る
文
書
図
画
の
う
ち

立
候
補
予
定
者
や
、
現
に
公
職
に
あ

る
者
や
後
援
団
体
の
名
称
を
表
示
し

た
ポ
ス
タ
ー
で
、
ベ
ニ
ヤ
板
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
板
な
ど
で
裏
打
ち
を
し
た

も
の
は
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

㈲
ま
た
、
0
0
後
援
会
事
務
所
、
○
山

×
夫
連
絡
所
な
ど
と
い
う
立
札
、
看

板
に
つ
い
て
も
一
定
数
以
上
は
掲
示

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
看
板
類
は
、
だ
て
1
m
5
0
鋤

よ
こ
4
0
偶
の
大
き
さ
を
こ
え
て
は
な

ら
ず
、
看
板
に
は
選
挙
管
理
委
貝
会

が
交
付
す
る
証
票
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）

を
貼
付
し
て
い
な
い
も
の
は
掲
示
で

き
ま
せ
ん
。

◎
候
補
者
、
議
員
等
の
寄
付
の
禁
止

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
、
現
に

公
職
に
あ
る
も
の
は
、
選
挙
に
関
す

る
と
否
と
を
問
わ
ず
そ
の
選
挙
区
内

の
者
（
親
族
に
対
し
て
す
る
場
合
を

除
く
）
に
は
寄
付
が
禁
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
の
禁

止
に
は
次
の
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

▼
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
付
し
た

り
、
お
酒
を
贈
る
こ
と
。

▼
お
中
元
や
お
歳
暮
を
語
る
こ
と
。

年
末
年
始
の
犯
罪
事
故
に
備
え

お
互
い
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う

▼
開
店
祝
い
や
落
成
式
な
ど
に
花
輪
を

贈
る
こ
と
。

▼
結
婚
、
出
産
、
入
学
、
銑
職
の
さ
い

に
お
金
や
品
物
を
贈
る
－
」
と
。

▼
お
真
式
の
さ
い
に
香
典
や
花
輪
、
供

物
な
ど
を
贈
る
こ
と
。

一
方
、
有
権
者
も
議
員
や
候
補
者

な
ど
に
こ
の
よ
う
な
寄
付
を
ね
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す。
立
派
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う
に

有
権
者
も
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

例
年
、
年
末
年
始
に
は
、
い
ろ
ん
な

犯
罪
や
疎
放
が
増
加
し
、
特
に
最
近
で

は
凶
悪
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
経
済
不
況
と
い
う
状
況
か

ら
犯
罪
も
多
く
な
る
も
の
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
皆
さ
ん
方
も

日
常
生
活
の
な
か
で
十
分
に
注
意
を
さ

れ
、
事
故
防
止
を
は
か
る
た
め
、
次
の

諦
諺
項
に
つ
い
て
と
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
　
盗
難
の
防
止

年
末
年
始
に
は
「
る
す
」
を
し
が
ち

に
な
り
、
一
方
で
は
街
頭
の
混
雑
に
ま

ざ
れ
銀
行
帰
り
を
狙
っ
た
「
ひ
っ
た
く

り
」
や
「
す
り
」
な
ど
も
多
く
な
り
ま

す
。
被
害
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

。
外
出
す
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時
間

で
も
確
実
に
戸
締
り
を
し
、
隣
近
所
に

も
「
る
す
」
を
頼
ん
で
外
出
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ま
と
ま
っ
た
現
金
は
な
る
べ
く
手
も

と
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
通
帳
と
印

鑑
は
、
別
々
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な

ど
に
は
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
こ
ろ

は
監
視
人
の
目
が
届
く
所
に
置
き
、
ど

こ
に
で
も
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
、
フ
○

※
　
凄
力
犯
罪
の
追
放

暴
力
団
の
犯
罪
に
は
賭
博
、
恐
喝
、

詐
欺
、
麻
薬
・
か
く
せ
い
剤
の
売
買
、

使
用
な
ど
潜
在
髄
も
強
い
も
の
が
特
徴

で
す
。
年
末
に
な
る
と
飲
酒
な
ど
の
機

会
が
多
く
な
り
、
暴
力
団
の
動
き
が
活

発
に
な
り
、
犯
罪
行
為
も
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
被
害
を
受
け
た
り
、
そ
う
し

た
場
面
を
見
た
と
き
は
、
「
1
1
0
番

」
に
通
報
す
る
か
、
近
く
の
派
出
所
に

届
け
ま
し
ょ
う
。

※
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

。
ゆ
く
年
く
る
年
み
ん
な
で
防
犯

o
暴
力
は
見
た
ら
聞
い
た
ら
1
－
0
番

昭
和
5
0
年
度

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
に
つ
い
て

本
年
度
も
ま
た
例
年
ど
お
り
1
2
月
1

日
か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
一
カ
月
間
全
国

的
に
歳
末
だ
す
け
あ
い
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
運
動
の
主
旨
は
被
保

護
家
庭
や
災
害
家
庭
、
み
よ
り
の
な
い

老
人
や
心
身
障
害
者
な
ど
の
在
宅
対
象

家
庭
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
福
祉

問
題
を
か
か
え
生
活
の
困
窮
し
て
い
る

人
々
が
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
民
生
委
貝
は
じ
め
、

地
域
住
民
や
関
係
団
体
が
協
同
活
動
に

よ
っ
て
、
福
祉
問
題
解
決
の
た
め
の
援

護
活
動
を
強
力
に
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
、
皆
様
の
御
協
力
を
御
願
い

し
ま
す
。
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酒酔い運転による串故
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お出かけは、隣近所に一声かけて

飲
酒
運
転
は
社
会
　
の
敵

1
－
－
タ
イ
ガ
ー
ク
リ
ン
作
戦
展
開
中
　
－

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
か
け
て
は
宴

会
の
機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
転
か

つ
き
も
の
で
す
。

例
年
、
つ
い
誤
ま
っ
て
飲
酒
運
転
を

し
た
た
め
、
重
大
な
交
通
事
故
を
引
き

起
こ
し
正
月
早
々
に
本
人
は
も
と
よ
り

家
庭
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
不
幸
な
結
果
を
聞
か
さ
れ
る
た
び

に
、
「
飲
酒
速
転
」
の
罪
悪
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

は
「
飲
酒
運
転
の
追
放
」
を
最
重
点
と

し
て
日
月
2
0
日
か
ら
来
年
1
月
1
0
日
ま

で
県
下
一
斉
に
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ます。飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
飲
ま
せ
な
い

タ
イ
ガ
ー
ク
リ
ン
作
戦
と
は
、
た
だ

本
人
だ
け
の
飲
酒
運
転
追
放
だ
け
で
な

く
、
家
庭
、
職
場
、
密
務
所
及
び
酒
類

提
供
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転

追
放
通
勤
の
徹
底
を
は
か
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

福
岡
県
下
の
交
通
事
故
は
、
幼
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が

飲
酒
運
転
事
故
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
事
故
は
歩
行
者
等
何
の
罪
も
な
い

人
の
生
命
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
い
去
る

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
飲
酒
通
転
が
跡
を
絶
た
な
い

の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

酒
を
飲
め
ば
丑
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
時
的
に
急
牲
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

に
か
か
り
、
運
転
に
最
も
必
要
な
目
が

正
常
に
働
か
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
判

断
能
力
が
マ
ヒ
し
た
り
、
精
神
状
態
が

異
常
に
な
り
ま
す
。
あ
る
大
学
の
研
究

に
よ
り
ま
す
と
、
単
な
る
ほ
ろ
酔
い
の

状
態
で
あ
っ
て
も
シ
ラ
フ
の
時
に
比
べ

て
1
6
倍
も
死
亡
撃
故
を
起
こ
す
確
率
が

商
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

「
こ
の
位
の
酒
亜
だ
っ
た
ら
大
丈
夫
と

思
っ
た
。
」
…
　
…
交
通
頓
故
を
起
こ

し
た
飲
酒
逝
掻
者
の
ほ
と
ん
ど
が
語
っ

て
い
ろ
こ
と
ば
で
す
。

こ
の
こ
と
ば
は
、
つ
ま
り
飲
酒
が
逆

転
に
及
ぼ
す
影
響
を
本
当
に
理
解
し
て

い
な
い
こ
と
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
飲
酒
逆
転
を
す
る
と
言
う

こ
と
は
、
職
種
や
地
位
や
年
令
に
関
係

な
く
設
も
が
犯
し
や
す
い
危
険
槌
を
は

ら
ん
で
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
交
通
事
故
の

危
険
性
の
最
も
高
い
飲
酒
逆
転
を
、
み

な
さ
ん
と
協
力
し
て
追
放
し
ま
し
ょ

ーつo

今
回
行
な
わ
れ
る
タ
イ
ガ
ー
ク
リ
ン

作
戦
の
実
施
率
項
は
次
の
通
り
で
す
。

⑱
　
家
庭
、
職
場
等
に
お
い
て
草
を
運

転
す
る
も
の
に
は
絶
対
に
酒
類
を
飲
ま

せ
な
い
、
飲
ん
だ
ら
運
転
さ
せ
な
い
慣

行
の
徹
底
。

o
　
飲
酒
の
場
に
は
、
は
じ
め
か
ら
車

を
運
転
し
て
い
か
な
い
こ
と
の
徹
底
。

㊨
　
区
、
隣
組
、
団
地
等
の
地
域
に
お

け
る
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
。

⑲
　
酒
類
提
供
業
者
に
お
い
て
来
客
に

「
事
を
運
転
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
を

聞
く
〓
声
運
動
の
推
進
。

⑲
∴
婦
人
団
体
、
昔
年
団
体
、
官
公
署

事
業
所
等
が
中
心
と
な
っ
て
「
飲
酒
運

転
追
放
の
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の
配
布
（
申

込
先
・
・
役
場
庶
務
課
ま
た
は
交
通
安
全

協会）子
供
と
老
人
の
事
故
防
止
対
策
喜
項

⑩
　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
、
色
活
ゾ
ー
ン

で
は
こ
ど
も
と
老
人
を
最
優
先
と
し
減

速
走
行
を
行
う
。

⑫
　
歩
行
者
、
特
に
こ
ど
も
や
老
人
の

側
方
を
通
過
す
る
と
き
は
、
徐
行
ま
た

は
一
時
停
止
等
の
安
全
運
転
を
行
う
。

⑲
　
と
び
出
し
事
故
の
原
因
と
な
る
違

法
駐
車
を
行
わ
な
い
。

⑱
　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な

追
越
し
等
の
無
謀
運
転
を
し
な
い
。

o
　
高
校
生
に
対
す
る
二
輸
車
の
安
全

運
転
指
導
の
徹
底
。

⑲
　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
中
学
校
に

お
け
る
道
路
の
安
全
な
歩
き
方
、
正
し

い
横
断
の
方
法
、
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
等
を
重
点
と
し
た
交
通
安
全
指
導

の
徹
底
。

⑲
　
母
親
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル

の
し
っ
け
を
重
点
と
し
た
家
庭
に
お
け

る
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
。

※
遠
賀
町
の
交
通
事
故
状
況

（
孤
年
1
月
1
日
～
日
月
2
1
日
ま
で
）

▼
交
通
事
故
発
生
件
数
と
発
生
場
所

総
発
生
数
0
0
件
　
う
ち
広
波
線
件
、

バ
イ
パ
ス
9
件
、
今
古
賀
、
別
府
8

件
、
島
津
5
件
、
以
下
4
件
（
尾
崎

忠
生
津
、
老
良
、
遠
賀
川
）
3
件
（

浅
木
、
木
守
）
2
件
（
島
津
、
上
別

府
）
1
件
（
若
松
、
選
管
）

▼
負
傷
音
数

1
3
6
人
。
う
ち
死
亡
3
、
重
傷
1

軽
傷
1
3
2

▼
事
故
内
容

追
突
（
飾
件
）
、
出
合
か
し
ら
（
1
4

件
）
、
正
面
衝
突
（
8
件
）
、
側
面

衝
突
（
5
件
）
、
接
触
尊
敬
（
5
件

）
、
そ
の
他
（
2
2
件
）

▼
事
故
の
パ
タ
ー
ン

車
対
単

車
対
2
輪
軍

事
対
自
転
単

車
対
歩
行
者

2
幹
事
対
2
輪
草

2
輔
車
対
自
転
車

2
輪
事
対
歩
行
者

単
独
事
故

そ
の
他

遠
賀
都
市
計
画
道
路
変
更

（
案
）
の
縦
覧
に
つ
い
て

昭
和
五
十
年
一
月
五
日
よ
り
一
月
十

八
日
ま
で
、
通
路
計
画
案
を
縦
擬
し
て

い
ま
し
た
が
、
劇
薬
と
し
て
県
道
若
松

～
芦
屋
－
福
聞
線
外
一
路
線
の
計
画
決

定
が
先
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
手
続
の

関
係
で
前
の
道
路
計
画
案
が
変
更
と
し

て
取
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
下
記
に
よ
り

通
路
計
画
案
を
再
度
縦
覧
い
た
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
終
了
の
日
ま
で
に
意

見
輩
を
捷
出
し
て
下
さ
い
。

▼
都
市
計
画
道
路
の
区
域

国
道
3
号
線
バ
イ
パ
ス
、
駅
前
線
、

松
ノ
木
～
浅
木
線
、
広
渡
～
尾
崎
線

尾
崎
～
上
別
府
線
、
広
渡
～
老
良
縁

▼
縦
覧
期
間

昭
和
5
0
年
1
2
月
1
4
日
～
2
7
日
ま
で

▼
縦
覧
現
所

福
岡
県
庁
土
木
部
都
市
計
画
課

遠
賀
町
役
場
企
画
課
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則　栄典
昭　子子

毛力　仲
利　丸　山

佳雅信
子奉書

由　正孝正
江彦　千　倍

三　舛　相　中
隔日添　田　日

出
記紀孝涼
夫　子　昭　子

幸宏　　政
子　載潤　子

吉葉太今
野　　田　土

美
修殻潔　恵
介信子　子

松橋柴安
井江　田　部

久康　　恵
子雄男　子

山村松高　白　木太大
筒　日本晴木村　田　圃

和恵陰惨元隆　　孝
子彰∵博二子潜熱－

自転車は、あの角、この角、手前でストップ

一
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
　
　
宣

言
々
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
舞

旧

聞

血

潮

血

潮

血

Ⅲ

相

川

時

間

同

州

時

▽
…
一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
「
お
と
な
に
な
…
△

▽
…
つ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
さ
ぬ
こ
う
と
す
る
昔
年
を
祝
い
は
…
△

▽
…
げ
ま
す
」
祝
日
で
あ
り
遠
賀
町
で
も
皆
さ
ん
の
成
人
を
祝
福
す
る
…
△

▽
…
た
め
に
一
月
十
五
日
に
記
念
行
事
を
行
な
い
ま
す
の
で
是
非
こ
参
…
△

▽
…
加
く
だ
さ
い
。
な
お
該
当
者
は
次
の
方
々
で
す
が
、
記
載
洩
れ
の
…
△

▽
…
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
謹
し
ん
で
お
わ
び
申
上
げ
る
と
と
も
に
御
…
△

▽
…
面
倒
な
が
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
御
一
報
下
さ
い
。
尚
、
諒
…
△

▽
…
念
行
詰
と
し
て
音
成
彰
治
郎
先
生
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
演
と
…
△

▽
…
東
町
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
…
…
…
△

重

渡

　

英

高
橋
　
鈴
代

門
司
　
和
夫

吉
田
美
枝
子

若
葉
台

小
俣
　
友
子

虫
生
淳

添
田
美
奈
子

松
山
　
時
子

山
中
千
代
子

“
バ
リ
‖
‥

古
野

木
山

島
津石

田
　
幸
枝

坂
本
　
恵
子

若
松

柴
田
す
み
子

渡
辺
久
美
子

井
上

河
野

舛
添

丸
井

鬼
津石

田
入
江

信
行

二
村

尾
崎安

部
美
代
子

大
村
　
芳
子

林
　
　
恵
子

松
井
美
江
子

藤
田
　
富
男

別
府安

部
　
洋
子

江
口
　
敏
之

尾
花
三
洋
桜

河
原
　
英
幸

厳
原
　
公
昭

坂
口
穂
乃
美

田
中
　
　
操

千
代
丸

広
瀬
美
極
性

今
古
賀

加
藤
　
律
子

坂
井
み
ど
り

師
岡
　
　
力

上
別
府

石
松
　
　
満

諸
島
　
義
行

浦
中
　
哲
子

遠
藤
∴
発
生

大
村
　
弘
子

城
声
　
明
美

佐
々
木
慶
子

島
田
　
住
江

前
田
る
り
子

子
迫
　
玲
子

柴
掛
∴
純
子

吉
田
　
　
学

石
松
　
京
子

牛
久
保
ち
ど
り

京
町同

報
　
芳
夫

川
口
　
明
美

樋
口
ま
き
子

吉
井
　
加
代

西
同定

森
　
　
光

浅
木一

日
ひ
と
み

猪
野
千
代
子

繍
井
　
秀
雄

西
村
み
ど
り

村
田
　
和
美

老
良添

田
須
英
子

木
守石

井
佐
千
生

太
田
　
歳
諺

折
尾
　
重
美

小
林
一
夫

柴
田
　
義
雄

福
田
　
秀
子

村
田
　
敏
高

村
田
　
弘
子

井
ノ
脇
澄
雄

金
井
紀
美
江

松
尾
　
幸
枝

長
谷
川
鉄
也

一
国
　
孝
雄

瓜
生
　
明
美

高
島
　
豊
明

松
本
寿
美
子

森
　
　
恵
子

高
崎
　
俊
一

遠
賀
川

井
上
　
華
子

栗
山
　
秀
子

神
谷
一
夫

秀
島
　
　
実

水
田
　
千
秋

森
下
　
宮
子

山
下
　
正
弘

山
中
　
秀
文

小
田
麻
佐
子

新
町浅

川
　
諸
子

出
水
　
　
彰

上
野
　
　
豊

大
富
田
老
二

川
連
　
裕
子

田
端
　
啓
子

掠
田
　
敏
雄

中

野

一

美

服

部

一

利

松
尾
　
俊
博

渡
蓮
　
博
文

旧
停織

田
　
信
男

佐
久
間
福
次

高
橋
　
智
子

松
ノ
本

浜
田
　
政
次

広
波川

口
　
好
男

幸
田
八
重
子

幸
田
　
選
手

前
田
美
佐
子

吉
永
由
美
子

光
安
　
重
雄

小
下
　
豊
子

新
橋
　
康
子

増
岡
　
洋
治

村
上
由
美
子

毛
利
　
定
夫

山
崎
　
敬
介

安
永
　
祐
子

秋
吉
久
美
子

伊
藤
　
智
子

衛
藤
　
節
生

大
野
　
栄
二

金
子
　
田
子

谷
口
　
啓
一

鶴
田
　
淳
子

野
中
　
英
司

濱
田
ひ
ろ
み

水
上
　
綾
子

香
川
　
良
子

末
廊
　
京
子

遭
嘗峠

　
　
和
子

太
平
工
業
寮

中
島
　
定
恵

白
水
東

榎
崎
　
勝
人

青
木
　
良
美

有
働
　
革
三

岡
田
　
康
宏

木
佐
木
経
久

笹
屋
　
典
生

桜
井
一
正

小
池
　
　
桂

佐
々
木
兼
敏

西
下
　
幕
閣

福
原
　
政
広

松
本
　
　
浅

村
上
　
菊
正

吾
田
　
和
広

牛
島
　
和
昭

浅
井
　
康
雄

小
田
原
　
協

大

宅

一

男

加
治
屋
健
一

北
国
　
　
勉

坂
本
　
華
道

小
泉
　
英
二

宍
声
　
達
也

中
塚
　
克
仁

掌
嶺
　
垂
行

橋
島
　
康
雄

前
田
　
幸
雄

元
永
　
広
仲

山
代
　
恵
一

桑
原
　
　
裳

米
田
ヨ
シ
ノ

原
田
富
士
子

三
池
す
み
子

種
本
久
世
志

新
有
権
者
感
想
文
の
募
集

最
近
の
選
挙
に
お
い
て
、
あ
る
い
は

成
人
の
を
迎
え
、
新
有
権
者
ま
た
は
社

会
人
と
し
て
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参

加
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
経
験
し
、

も
し
く
は
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し
た

こ
と
を
1
6
0
0
字
以
内
に
ま
と
め
て

〒
8
1
0
・
福
岡
市
中
央
区
天
神
I
T

目
県
庁
内
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
よ
せ
下
さ
い
。

○
応
募
資
格

昭
和
0
0
年
・
3
1
年
に
生
れ
た
人

○
受
付
・
締
切
期
日

1
2
月
1
日
よ
り
受
付
・
1
月
3
1
日
締

切
（
当
日
消
印
有
効
）
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規則正しい生活と親子の対話で非行防止

消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー

▼
わ
が
家
の
防
火
チ

わ
た
し
は
今
ま
で
に
火
災
に
あ
っ
て

い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
あ
す

の
保
証
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
火
車
の

注
意
も
家
謡
の
う
ち
」
幸
せ
な
家
庭
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
各
家
庭
で
は
次

の
よ
う
な
防
火
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
し
ょ
う
。

㊥
璃
気

の
コ
ー
ド
は
い
た
ん
で
い
ま
せ
ん
か

㈲
使
用
す
る
器
具
が
多
す
ぎ
、
回
路

を
ふ
や
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か

㈲
タ
コ
足
配
線
、
素
人
工
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

㊨
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）

㈲
ゴ
ム
管
は
い
た
ん
で
い
ま
せ
ん
か

エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
▲

ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
つ
け
て
い
ま
す
か

㈲
器
具
の
上
や
園
田
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
お
い
て
い
ま
せ
ん
か

㈲
使
い
終
っ
た
ら
元
コ
ッ
ク
を
、
必

ず
し
め
て
い
ま
す
か

⑱
暖
房
器
臭
と
燃
料

の
器
具
は
い
た
ん
で
い
ま
せ
ん

㈲
使
用
場
所
は
安
全
で
す
か

ゆ
燃
料
は
安
全
な
場
所
に
置
い
て
い

ま
す
か

㈲
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
は
火
を
消
し
て

か
ら
給
油
し
て
い
ま
す
か

⑱
避
難

用
火
事
に
な
っ
た
時
2
方
向
以
上
の

避
難
が
で
き
ま
す
か

㈲
階
段
や
通
路
は
い
つ
で
も
通
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か

㈲
2
階
に
は
ハ
シ
ゴ
や
ロ
ー
プ
が
用

意
し
て
あ
り
ま
す
か

㊧
消
火
器

用
消
火
器
は
備
え
て
い
ま
す
か

㈲
使
用
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

⑱
通
報

用
火
車
救
急
の
損
合
の
館
話
番
号
を

ご
存
知
で
す
か

⑮
タ
バ
コ

の
タ
バ
コ
の
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て

い
ま
す
か

わ
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
㈲

1
遠
賀
町
剣
道
教
室
　
－

道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
鋭
い
竹

刀
の
音
、
張
り
つ
め
た
空
気
、
気
合

の
入
っ
た
掛
け
声
、
稽
古
譜
の
匂

い
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
大
好
き

です。自
分
を
鍛
え
た
い
と
い
う
理
由
で

晩
秋
の
夕
や
み
に
包
ま
れ
た
こ
こ

旧
公
民
館
で
は
、
寺
崎
先
生
（
5
段

）
の
指
導
の
も
と
約
4
0
名
の
豆
剣
士

の
か
け
声
が
お
り
か
ら
寒
気
を
切
り

さ
き
ま
す
。
こ
の
会
は
4
7
年
1
0
月
に

長
野
先
生
、
山
下
氏
が
中
心
と
な
り

※

管

内

救

急

発

生

状

況

（
S
5
0
・
1
・
1
－
S
5
0
・
1
0
・
3
1
ま
で
（
　
）
は
1
0
月
分
）

始
め
た
剣
道
も

今
年
で
三
年
に

な
り
ま
す
。
苦

し
い
こ
と
や
幸

い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え

て
試
合
に
勝
て

た
時
、
初
段
の

試
験
に
合
格
し

免
状
を
手
に
し

た
時
の
萬
び
は

言
い
表
す
こ
と

が
で
き
ろ
も
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
剣
道

を
通
し
て
の
友

太
田
、
恕
永
、

両
先
生
の
協
力

で
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
、

さ
び
し
い
剣
の

道
か
ら
健
全
な

身
体
と
健
全
な

鵜
神
を
愁
い
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
り
っ
は
な
人

間
形
成
を
指
導

方
針
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
指
導
者

の
方
々
の
熱
心

な
協
力
や
、
参

加
者
の
熱
意
で

昭
和
引
年
度

就
学
予
定
者
の
就
学
時

の
健
康
診
断
に
つ
い
て

学
校
保
健
法
に
基
づ
い
て
、
遠
賀
町

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
5
1
年

度
就
学
予
定
者
対
し
て
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

こ
の
就
学
時
の
健
康
診
断
は
就
学
予

定
者
の
心
身
の
状
況
を
把
撞
し
て
、
保

健
上
の
適
正
な
就
学
を
期
す
る
た
め
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

尚
、
当
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
住

民
基
本
台
頓
に
よ
り
就
学
予
定
者
を
調

査
し
各
区
長
に
煎
会
し
て
通
知
状
を
配

布
し
ま
す
が
、
も
し
洩
れ
の
方
が
あ
れ

ば
左
記
期
日
に
健
康
診
断
を
受
け
て
下

さい。

記

日
時
及
び
場
所

遠
賀
中
央
公
民
館昭

和
5
0
年
1
2
月
1
2
日

の
畠
田
小
学
校
々
区

1
2
時
～
1
3
時
受
付
、
1
3
時
検
査
開
始

同
法
木
小
学
校
々
区

1
3
時
～
1
4
時
受
付
、
1
4
時
検
査
開
始

達
も
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
を
鍛
え
自
分
に
厳
し

く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ

で
す
が
、
少
し
だ
け
広
い
心
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
「
魂
と
魂
と
の
ぶ
つ
か
り
あ
い

」
を
念
頭
に
、
ず
っ
と
続
け
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
学
3
年
　
女
牲

（
原
文
の
ま
ま
）

今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し

道
場
が
狭
い
革
、
指
導
者
が
少
な
い

導
、
父
兄
の
協
力
が
あ
ま
り
得
ら
れ

な
い
奪
、
先
生
の
熱
意
だ
け
で
は
十

分
な
教
育
が
で
き
な
い
諺
等
今
後
の

課
題
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
な
お

練
習
日
は
毎
週
㊨
㊨
㊤
の
午
後
6
時

か
ら
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
特
に

有
段
者
の
方
は
③
0
8
0
9
遠
賀
川

山
下
狸
徳
氏
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。



広報「おんが」

毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

・
せ
坤
も
油

税
金
が
も
ど
り
ま
す

住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
所
得
税

法
上
の
住
宅
取
得
控
除
が
う
け
ら
れ
ま

す。0
0
　
住
宅
取
得
の
初
年
度
に
つ
い
て
は

翌
年
3
月
1
5
日
ま
で
に
確
定
申
告
を

す
れ
ば
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ます。

㈲
∴
2
年
目
以
降
の
方
は
、
税
務
署
発

行
の
証
明
害
を
給
与
の
支
払
者
へ
提

出
し
、
給
与
の
年
末
調
整
で
控
除
が

う
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
税
務
署
で
は
、
該
当
す
る
方

に
n
月
4
日
付
で
住
宅
取
得
瑳
除
証
明

蜜
を
郵
送
い
た
し
ま
し
た
。

該
当
す
る
万
で
ま
だ
お
受
け
取
り
に

な
っ
て
な
い
方
は
、
若
松
税
務
署
調
査

第
1
都
・
穏
話
0
9
3
　
（
7
6
1
）
2

5
3
6
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

第
4
回
遠
賀
町
民
走
ろ
う
会
の

開

催

に

つ

い

て

本
年
も
町
民
の
健
康
と
体
力
づ
く
り

の
た
め
に
走
ろ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

諒

一
、
期
日
　
1
2
月
2
1
日
（
日
）

第
1
回
遠
賀
町
各
区
対
抗

駅
伝
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

G一巻．、

今
年
度
よ
り
走
る
こ
と
を
通
じ
て
町

民
相
互
の
親
睦
と
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
猿

興
を
は
か
る
た
め
に
第
1
回
各
区
対
抗

駅
伝
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は

各
区
の
積
極
的
参
加
と
住
民
の
み
な
さ

ん
の
盛
大
な
応
援
を
お
頭
い
し
ま
す
。

記

一
、
期
日
　
1
月
1
8
日
（
日
）
午
前
1
0

時
ス
タ
ー
ト

二
、
会
場
∴
島
田
小
学
板
前

今
密
度
は
い
っ
そ
う
の
盛
会
を
期
し
た
　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
ト

い
と
思
い
ま
す
の
で
老
若
男
女
を
間
わ
　
二
、
会
場

ず
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
三
、
種
目

四
、
受
付

五
、
出
走

六
、
表
彰

島
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

2
属
目
小
学
生
男
・
女
子

壮
年
男
女
、
中
学
生
女
子

5
心
＝
中
学
生
、
高
校
生

青
年
各
男
子

午
前
9
時
か
ら

小
学
生
男
子
　
1
0
時

小
学
生
女
子
、
壮
年
女
子

1
0
時
職
分

壮
年
男
子
　
　
1
0
時
0
0
分

5
品
＝
全
員
　
1
0
時
偵
分

各
鄭
（
男
・
女
各
）
l
位

に
金
メ
ダ
ル
及
び
賞
状
を

頗
る
。
参
加
者
全
員
に
参

加
賞
を
贈
る
。

三
、
オ
ー
ダ
ー

一
区

二
区

三
区

四
区

五
区

六
区

七
区

（
全
貝
男
子
）

小
学
生
　
　
　
　
2
由

中
学
生
　
　
　
　
3
慮

高
校
・
大
学
　
　
5
品

3
6
才
～
4
5
才
　
　
2
品

2
6
才
～
3
5
才
　
　
3
観

音
年
（
2
5
才
ま
で
）
5
鳥

4
6
才
以
上
　
／
　
2
血

四
、
コ
ー
ス

2
履
＝
島
田
小
～
別
膚
土
手

折
返
し

3
展
＝
島
田
小
～
尾
崎
折
返
し

5
慮
島
門
小
～
鬼
津
～
鋲
喰

折
返
し

五
、
表
彰
∴
地
区
表
彰
は
3
位
ま
で
と

する。
区
間
一
位
に
区
間
賞
を
授

与
す
る
。

☆
募
　
集
　
中
、

※
内
部
身
体
障
害
者
訓
練
生

詳
細
は
泊
屋
郡
宇
美
町
大
字
炭
焼
1

3
8
3
の
1
・
館
話
　
0
9
2
9
3

（
2
）
0
0
0
9
の
福
岡
県
後
保
護

指
導
所
ま
で

※
北
九
州
工
業
高
奪
専
門
学
校
学
生

詳
細
は
北
九
州
市
小
倉
両
区
大
字
志

井
1
4
0
番
地
の
北
九
州
工
業
蘭
等

専
門
学
校
学
生
課
教
務
係
ま
で

※
小
倉
総
合
粛
奪
職
業
訓
練
校

昭
和
引
年
度
生
徒

詳
細
は
八
幡
職
業
安
定
所
、
ま
た
は

小
倉
南
区
三
郎
丸
3
の
1
の
1
・
田

話
0
9
3
　
（
9
2
1
）
1
4
5
7
の

小
倉
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
へ

※
照
用
促
進
住
宅
中
間
宿
舎
の
入
居
者

入
居
要
件
や
家
賃
、
入
居
手
続
き
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
幡
公
共
職

業
安
定
所
と
ご
相
談
下
さ
い
。

※
2
級
技
能
士
訓
練
韻
語

通
信
部
座
の
受
騰
者

（
機
械
・
仕
上
げ
板
金
・
配
管
・
製

缶
・
蒋
気
等
柳
科
目
）

詳
細
は
、
八
幡
西
区
穴
生
3
丁
目

砥
話
0
9
3
　
（
6
4
1
）
6
9
0
9

の
八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
へ

※
震
築
機
械
士
研
修
生

詳
細
は
、
集
塵
政
郵
農
薬
技
術
課
、

農
林
郵
務
所
、
ま
た
は
農
薬
改
良
普

及
所
へ

☆
試
験

※
農
薬
機
械
士
技
能
検
定
試
験

（
初
級
及
び
中
級
ト
ラ
ク
タ
技
能
）

詳
細
は
、
県
農
政
部
農
業
技
術
課
、

農
林
重
森
所
、
農
業
改
良
普
及
所
へ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

へ
の
お
さ
ぞ
い

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
恒
接
遠
中
の
体

育
館
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
お
若
い
方

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
歓
迎
で
す
。

◎
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

◎
時
　
間
　
午
後
1
時
～
午
後
9
時

◎
濁
　
所
　
遠
賀
中
学
校
　
体
育
館

◎
会
　
費
　
1
カ
月
五
百
円

※
遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

二
村
博
光
　
（
3
）
0
3
1
0

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
愁
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
永
田
　
サ
ク
殿（

千
代
丸
）
永
田
岩
平

放
棄
　
　
秀
子
殿（

鬼
津
）
　
薬
　
　
新

政
中
西
マ
サ
ヲ
殿（

尾
崎
）
中
西
登
名
密

教
橋
本
ス
ズ
エ
殿（

東
町
）
　
橋
本
　
残

敵
赤
司
　
格
蔵
殿（

広
渡
）
　
赤
司
　
餓

木
守
青
年
団
　
殿

老
良
青
年
団
　
殿


